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背　景

NTTグループは「環境目標2030」
において，通信事業のCO2排出の主要
因である電力利用の効率の向上に向け
て，通信設備の省電力化や効率化に寄
与する研究開発を推進することを掲げ
ています．これらの目標達成に資する
ため，私たちは，通信機械室の冷却効
率の向上と，ファシリティの構築･運
用時の作業効率の向上に取り組んでい
ます．
通信機械室の冷却効率の側面として
は，ICT装置の度重なる更改に伴い床
下のケーブル配線が輻輳し気流空間が
狭くなり，冷気の流れが阻害され冷却
効率が悪化していることが課題です．
また，作業効率の側面としては，電磁
ノイズに起因する通信障害の復旧作業
において，専門的なスキルと複雑な作
業工程を要するためトラブル解消に多
大な時間がかかることが課題です．そ
れぞれの課題を解決し全体最適化され
た通信機械室の実現に向け，二重床下
配線技術と，電磁ノイズ対策技術につ
いて検討しています． 

二重床下配線技術

装置の更改やサービスの変更におけ

るケーブル布設時に，二重床下の冷気
の気流空間を考慮せずに自由に布設し
たり，ケーブルの新設と撤去を確実に
実施しないことで，二重床下のケーブ
ルが不必要に多くなり，空調装置から
送出される冷気が遮られ，冷気はフロ
ア全体に拡散しづらくなります．
冷却効率を向上させるには，二重床
下におけるケーブルが占める容積を減
らして冷気が流れる空間を確保する必
要があります（図 1）．通信ケーブル
については，多心光ケーブルを先行配
線することで，ケーブルの占有容積を

4分の 1以下に減らすとともに，ICT
装置の更改時には各ラック内で光モー
ド変換することで先行配線した多心光
ケーブルを撤去せず，使い続けること
が可能となります．さらに，光クロス
コネクトによりICT装置間の接続替え
は遠隔自動化が可能となりオンサイト
作業の削減につながります．また，電
力ケーブルの細径化の方法として，高
電圧直流（HVDC：直流380 V）給電
システムに適用することで，ケーブル
の許容電流および電圧降下の観点か
ら，配線の所要断面積を6分の1以下
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図 1 　通信機械室の全体最適化（二重床下配線技術）
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通信機械室の環境最適化技術

NTTグループは，「環境宣言」と，その具体的な達成目標である「環境
目標2030」を掲げ，地球環境保護に向けて取り組んでいます．本稿では，
通信機械室における地球環境保護に向けたさまざまな取り組みのうち，冷
却方法を最適化することで通信機械室の電力効率の向上を可能とする二重
床下配線技術，および作業効率を向上することで作業員の稼働削減を可能
とするノイズ対策技術を紹介します．
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に低減できます．これらの技術の適用
により，大幅に二重床下の気流空間を
確保することが可能となり，冷却効率
の向上を実現します．

電磁ノイズ対策技術

電磁ノイズがICT装置に侵入するこ
とで，機器の誤作動やフレームロス等
の通信障害を発生させます．現状の復
旧作業では対策用のフィルタを障害が
発生している装置に接続されるケーブ
ルに取り付けてノイズレベルを小さく
しますが，既存のフィルタは適用周波
数が狭いため，ノイズを測定し周波数
に適合したフィルタを選択するといっ
たスキルが必要です（図 2）．さらに，
電磁ノイズを十分減衰させるフィルタ
を取り付けるには，回線を一時的に遮

断してケーブルに割り入れる必要があ
り，装置の復旧までに多大な時間を要
します．
そこで私たちは，このノイズ測定お
よびフィルタの選定と取付作業を省略
するため，広帯域の電磁ノイズに対し
て，非接触（クランプ型）で，十分な
減衰を実現するフィルタの開発を行っ
ています．電磁ノイズを検知して増幅
し，逆位相で印加するフィルタ構造を
考案し，150 kHz～8 MHzの周波数帯
域で，10 dB以上の減衰を実現しま
した．

今後の展開

今後は，二重床下の気流空間の改善
だけでなく，ICT装置周辺の気流制御
や通信ラックの発熱密度別配置などの

検討により，さらなる通信機械室の全
体最適化をめざします．また，電磁ノ
イズ対策における作業効率について
は，事業会社と連携して試作機の
フィールド検証を実施し，導入に伴う
課題の抽出と，さらなる機能改善に努
めます．これらの技術を発展させ，今
後ますます高度化する通信ネットワー
クを支えながら，地球環境保護に貢献
する通信機械室の実現をめざします．

図 2 　電磁ノイズ対策

周波数・レベル測定 回線借用

警報

ノイズ

センサ部 注入部

制御部

検知 印加

増幅

省略可能

要スキル 周波数制限

手間

保守対応効率化

復
旧

フィルタ
取り付け

フィルタ
選定

ノイズ
調査

障害
発生

構成と特性

RF

RLCF

150 kHz ～ 8 MHz

既存
技術

本技術

（dB）

減
衰
量

0

10

20

30

40
104 105 106 107 108（Hz）

周波数

30倍

（上段左から） 荒井  稔登/ 長尾  友美/
 マハムド  ファーハン/
 飯野  智紀 
（下段左から） 川野  友裕/ 藤本  達也

高機能化する通信サービスの基盤技術と
して，エネルギーの効率的な利用を推進し，
「環境目標2030」の実現を通じ，地球環境
負荷の低減に貢献していきます．
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